





熊本大学では，江戸時代の大名細川家の紙の資料，約 5 万 8 千点の古文書の寄託を受け
て，その調査・研究をしている．細川家は，江戸時代初期の寛永 9年（1632），改易になっ







本稿ではこの中から見つかった，寛永 13 年（1636）と寛永 14 年（1637）に算者吉田光由
が明らかに肥後に下ったことを示す史料 2 点をご紹介したい．吉田光由は，日本で 初の算
術書として知られる『塵劫記』を著した江戸時代初期の数学者である． 
１ 吉田光由肥後下向の時代背景 
吉田光由が肥後に下った寛永 13 年は，江戸幕府が成立して約 33 年ほど経った頃で，そ
の当時の熊本藩主は細川忠利．NHK 大河ドラマで話題になった明智光秀の孫で，母は細川ガ
ラシャである．これが，細川忠利の肖像画だ（写真 2）．翌寛永 14 年 11 月には，有名な島
原・天草のキリシタンによる一揆が起きている． 
写真２ 細川忠利肖像画（公益財団法人永青文庫所蔵） 














えになった細川忠利は，12 月 9 日に熊本城に入った．小倉時代は，豊前・豊後合わせて石






















1 点目は，寛永 13 年（1636）「大坂へ遣状之扣」（永青文庫目録番号 10.9.51.2）という冊
子で，吉田光由についての記載があるのは 7月 21 日の一条だ（写真 3）． 













    七月廿一日                   （堀江）勘兵衛 
                            （河喜多）五郎右衛門 
                            （椋梨）半兵衛 
                            （沖津）作太夫 
     仁保太兵衛殿 
     中川左左衛門殿 
     佐野嶋平兵衛殿 


















3 月末に江戸城普請を終えて，忠利は 5 月 13 日に江戸を出て，6 月 9 日熊本に着いてい











もう 1 点，吉田光由関係の史料が見つかっている．寛永 14 年（1637）の「萬差紙之扣」
（永青文庫目録番号 14.16.37）という冊子の中で，次の 2 月 7 日付けの書状を写した箇所
である（写真 4）． 














  寛十四二月七日                 御奉行所 


















はこの 2 点だけだが，ここからは，少なくとも寛永 13 年，14 年の時点では，吉田光由は客
人として熊本に来ていたということが確認される． 
史料①で分かるように光由は寛永 13 年７月末に熊本から京都に帰って，それからわずか

















































寛永 17 年（1640）6 月 1 日に，忠利は，熊本城の際
きわ
を流れる川（幅約 3.6ｍ，深さ 30～




川尻までの川の拡幅願いは 6月 14 日に幕府から許可が出て，肥後での工事は翌寛永 18 年












こうして忠利によって行われた寛永 17 年から 18 年にかけての川の拡張工事，つまり運
河の開削工事にも，おそらく吉田光由自身か，あるいは光由の技術が大いにかかわっていた
のではないかと考えている．忠利は，担当の奉行からこの川の拡幅工事が寛永 18 年 2 月末

































































































田光由は「寛永 12 年（1635）に忠利に召し抱えられた」としているが，この寛永 12 年の記
事は一次史料では現在のところ，まだ確認できていない．ちなみにこの京都御奉行（留守居）
佐藤少左衛門は，ちょうど光由が熊本に来ている寛永 14 年の閏 3 月，手柄があったとして
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